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１．研究計画の概要 
 
 本研究は，最も初期の微惑星を形成してい
たと思われる炭素質コンドライト隕石（以下
C 隕石）の高温下での衝撃履歴を，隕石の観
察および衝撃実験を通して解明することを
目的とする。本研究では以下のことを行う。 
（1）CK 隕石は高温下において衝撃変成を受
けたと考えられている。熱変成度の異なる CK
隕石を，走査電子顕微鏡（SEM），電子線プロ
ーブアナライザー（EPMA），透過電子顕微鏡
（TEM）で調べ，衝撃溶融物の鉱物学的性質
を明らかにし，その形成要因を探る。 
（2）C隕石の常温下・高温下での衝撃回収実
験を行い，回収試料を観察・分析し，その衝
撃効果を調べる。それによって衝撃効果と衝
撃圧力の関係を明らかにし，C 隕石の衝撃見
積りの確立を目指す。 
（3）上記の結果をもとに，C隕石母天体にお
ける衝撃変成履歴の総合的な解明を目指す。 
 
２．研究の進捗状況 
 
 2 つの強い熱・衝撃の影響を受けた CK 隕石
から特異な斜長石ガラスを発見した。斜長石
ガラスは，これまで多くの隕石から報告され
ているが，その成因については不明な点が多
い。両隕石の斜長石ガラスを反射電子像，
EPMA，ラマン分光法，カソードルミネッセン
ス法などの多角的な手法を用いて調べ，その
性質，形成プロセスについて多くの新たなこ
とが明らかになりつつある。 
 C 隕石の衝撃溶融脈については，これまで
詳しい報告がない。エフレモフカ CV 隕石の
マトリックス全体に微細な（幅 50 μm 以下

の）溶融脈が存在することを発見した。それ
ら溶融脈を，SEM，EPMA，TEM およびシンクロ
トロン放射光 X線回折（SR-XRD）（Spring 8）
を用いて調べている。その結果，溶融脈は，
完全に溶けたマトリックス物質から，Mgに富
むカンラン石，非晶質物質，Fe-Ni 金属の微
粒子が生成して形成されたことが明らかに
なった。現在もその鉱物学的詳細を調べてい
る。 
 アエンデ炭素質コンドライトの高温下
（600–850℃）における 10–30GPa の圧力によ
る衝撃実験を行い，回収試料の電子顕微鏡に
よる解析を行いつつある。 
 本研究を推進する過程で，代表者はコンド
ライト形成に関する新たな着想を得るに至
った。それは，コンドリュールを覆うリムに
関することである。リムとは，コンドリュー
ルが原始星雲を漂っているとき，星雲中の塵
をその表面に付着させて形成されたと広く
考えられてきた。しかし，代表者らはモコイ
ア隕石を調べた結果，コンドリュールとそれ
を覆うリムとは，隕石母天体中で衝突による
角礫岩化により破砕され，形成されたクラス
ト（破砕岩片）であるという結論に至った。 
 この解釈が正しいとすると，これは単にリ
ム形成の問題にとどまらず，コンドライトの
形成プロセスそのものを改めて考え直す必
要があることを意味する。この問題の重要性
を考慮し，我々は緊急的に新たな研究課題
「炭素質コンドライトの微細スケール角礫
岩化プロセスの解明」に取り組みつつある。 
  
３．現在までの達成度 
 
①当初の計画以上に進展している。 



 CK 隕石の斜長石ガラスに関してはほぼ実
験・分析を終え，現在論文としてまとめつつ
ある。これらの結果は，高温下におけるコン
ドライト隕石の衝撃履歴に関する重要な指
標を与えることになると思われる。 
 C 隕石の衝撃溶融脈の観察・分析，および
C 隕石の常温下・高温下における衝撃実験に
関しては，現在も研究を継続している。 
 一方，上記のように，緊急に取り組んでい
る「微細スケールの角礫岩化」に関する研究
についても大きな成果が得られつつあり，既
に最初の結果を論文として発表し（論文①），
またそれに続く論文も間もなく国際学術誌
に発表する予定である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 今後も C隕石の衝撃履歴の解明を目指して，
本研究課題で計画した研究を推進して行く。
具体的には，CK 隕石の斜長石ガラスの結果の
まとめ，エフレモフカ CV 隕石マトリックス
の衝撃溶融脈の解析，アエンデ隕石の衝撃実
験である。 
 一方，緊急的に取り組み始めた新たな課題
についても大きな力を注いで行きたい。この
課題は本研究の成果にもとづいており，本研
究が目指す「C 隕石の衝撃履歴の解明」にも
密接に関連している。今後，モコイア隕石以
外の複数の隕石について，同様なモデルが適
用できるかを検証する研究を推進して行く。 
 
５. 代表的な研究成果 
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